平成24年度　長野市立博物館協議会(第2回)　議事録
日　時　　平成25年3月15日(金)　午後１時30分～
場　所　　長野市立博物館会議室
出席委員  立岩会長・笹沢副会長・浅倉委員・竹下委員・傳田委員・松下委員・三石委員・宮下委員
１　開会
２　館長あいさつ
３　委員自己紹介
４　博物館職員自己紹介
５　会長・副会長の選出について
　立岩委員が会長に、笹沢委員が副会長に選出された。
６　協議会会長あいさつ
７　協議事項

（１）平成24年度事業報告について
（傳田委員）「大岡歴史民俗資料館と豊野資料収蔵庫の入館者数が0になっているのはどういうことか？」
（大蔵館長）「大岡歴史民俗資料館、豊野資料収蔵庫、中条歴史民俗資料館は常時開館していない。希望があったときのみ、開館するようにしている。」
（立岩会長）「平成24年度は希望がなかったということでよろしいか」

（大蔵館長）「そうです」

（三石委員）「常設展示は大変好調なようだが、どうしてか」
（大蔵館長）「平成22年度から平成24年度は入館者数が増加している。いろんな要素が考えられるが、ひとつは体験型の講座教室の実施。さらには、体験を取り入れた学校対応によるところが多いと考えている。平成24年度については、夏の企画展が大変好評だったことが大きい。」

（松下委員）「戸隠地質化石博物館のミドルヤード体験とはどのような内容のイベントなのか？」

（田辺補佐）「収蔵庫など普段入れない場所にも入れるようにして、博物館の隅から隅までみていただく、イベントです。」

（２）平成25年度事業計画について
（三石委員）「特別展は大変いい視点だと思う。うまくPRすればかなり人を集められるだろう。他の場所との連携活動にも力を入れていってほしい。真田と聞けば歴女の方々も集められるのではないか。信州新町化石博物館の開館20周年は地元の方々にとっても感慨深いものだと思う。西澤コレクション展や田中コレクション展という名称では一般の人は分からない。コレクションの目玉になるものを押し出してPRしてほしい。水上民平展もPRの仕方で人を集められると思う。PRの仕方や言葉の使い方に注意するだけでもたくさんの方に来てもらえると思う。」
（大蔵館長）「広報は弱い部分であると認識している。広報担当の設置やホームページの充実などをはかり広報に力を入れていきたい。」
（松下委員）「学芸員総動員でほんものゼミナールを実施していただいている。ひろく各分野について学ぶことができていいが、少し物足りない部分もある。通年で一つの分野のみの講座を実施してほしい。」

（千野補佐）「いろんな市民のみなさんのご要望に応えていきたいと考えている。ほんものゼミの趣旨は実物資料を使って学芸員がどう考えているかを示すことである。これを一つの軸にしながらいろんな展開を考えていきたい。」
（３）博物館再編基本計画の策定について
（松下委員）「近い性質の館である戸隠と新町は、統合することも考えているのか」
（千野補佐）「視野には入れて検討している」
（笹沢副会長）「現在、埋蔵文化財センターに資料がたくさんあるということを聞いている。市内には他にも民俗資料などたくさんの資料が存在している。これらたくさんの資料をどうしてくのかを含めて検討していかないとゆくゆく困ることになる。これは長野市だけではなく、どこの市町村でも頭の痛い問題である。」
（立岩会長）「教育委員会全体として文化財をどうしていくかという話し合いはあるのか。」

（千野補佐）「全体としてはない。ただ、信州新町美術館と生涯学習課の関係や、自然史系と少年科学センターの関係を考える際には、関係部署との調整が必要になってくるだろう。再編計画を進めていく中で教育委員会全体の中での調整は必要になっていくと考えている。」
（立岩会長）「他の部署でもこのような基本計画を検討しているのか」

（千野補佐）「他の所では検討されていないようである。博物館の方から提案していく必要があると考えている。」
（立岩会長）「全体の中で動いていかないと難しいかもしれない。」
（笹沢副会長）「豊野の収蔵庫などは地震対策は大丈夫なのか。他の施設についてもどうなのか。駄目なものは壊すなどいろんな考え方があると思う。」
（大蔵館長）「常時開けている館とそうでない館について分けて考えている。開けている館については問題ない。本館は現在耐震診断の結果を待っている状況。開けていない館は築年からして耐震診断をしてみないとわからない。現在は耐震診断をしないという判断をしている。再編計画の中で用途を決めた上で耐震診断をするかしないかを決める。これは教育委員会と建築指導課との話し合いで決めた。」
（笹沢副会長）「東北の大震災で問題になっているように、せっかく集めたものも壊れてしまえばそれで終わってしまう。これは緊急を要する問題でもある。個人で持っている文書類についてもそうである。この問題も含めて広い視野で考えていってほしい」

（宮下委員）「大岡、中条の施設の前を通っても公開しているとは思わない。中には結構いい資料がある。いい民俗資料をどう保存活用していくのかを考えていかなくてはいけない。各地に民俗資料が散らばっていて失われている。それともうひとつ。信州新町の有島生馬記念館は美術に特化した施設なので、美術というものを強調した名前をつけると他の施設との差別化ができる。あれだけの歴史と伝統を持った施設を持っているので、そのあたりを考慮していただきたい。あるていど原案ができたところで、文化財課や生涯学習課などと庁内の連絡会議のようなものを持つ必要があるだろう。長期的な展望を持って市民にわかりやすい魅力ある長野市の博物館構想をぜひ立ち上げていってほしい。
（立岩会長）「博物館だけの問題なら平成25年度中にまとまるような気もするが、外との関連となるとなかなか難しいと思う。教育委員会中での調整が必要だろう」
（大蔵館長）「会長がおっしゃるように、どういう改革をするのかのやり方によってはとても大きな問題になってきて一つの課ではとうていできないということになる可能性もある。いまやろうとしている部分は短期的な再編と長期的な再編の2種類があると思っている。まずはどの部分ができるのか、将来的にはどうしていきたいのかを考えていかなくてはいけない。」
（松下委員）「博物館再編に際して、建物のリニューアルものお願いしたい。博物館はスペースの割には使い勝手が悪い。講演会も人がたくさん集まるとすぐに部屋がいっぱいになってしまう。同好会も数が増えて使いたい時間に部屋が使えないという問題がある。また、高齢化社会なので、階段にはスロープが欲しい。廊下も暗い。一朝一夕にはできないと思うが、よろしくお願いしたい。」
（立岩会長）「もし耐震工事をするということになると、多少中の構造も変えられる可能性もある。きっかけをとらえて進めていくのも一つの方法だろう。既存の施設の建て替えは財政的になかなか難しいだろう。でも、意識しているとずいぶん違うと思う。」
（松下委員）「毎年そういう意見を出してもらいたい。すぐにはできないと思う。」
（松下委員）「視覚障害の来館について。障害の方にも来館していただいたらと思う。でも、多くの展示物はガラスケースの中に展示されている。視覚障害者の方は説明を受けても理解できない。一部分でも直接さわれるようにしてほしい。自分で手に取って自分の感覚で理解できるというのはとても大事なことだと思う。重要文化財などは後世に伝えるという博物館の役割もあるから難しいだろうが、レプリカなどであれば可能ではないか。健常者にしても、実際に触れてみたいという思いに駆られることは多い。去年の隕石展の際には隕石を持ち上げてみたいと思った。展示の仕方に触れてみるという視点も加えていただいて、視覚障害者の方の来館も促進してもらえればと思う。今まで視覚障害者の方の来館はあったのか。」

（大蔵館長）「来館されていない」
（松下委員）「以前テレビで見た博物館ではかたちあるものはこわれるという視点で考えていました。ただ、文化財はあまり壊れるのは困るだろうが、視覚障害の方も一市民なので来館できるようになればと思います。」
（４）そのほか

　　特になし

８　閉会

※会議終了後、特別展示室にて「学校資料展」を見学。
